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【はじめに】初期臨床研修において比較的経験困難
（未経験と評価されてしまう）な疾病領域に（11）
眼・視覚系疾患や（12）耳鼻・咽喉・口腔系疾患が
含まれている。病院自体が眼科や耳鼻科を標榜して
いない場合はともかく、標榜していても選択で履修
希望をしない限り関わりを持たずにローテーション
を終了してしまうこともある。そんな現状に対して
当院では分野別・全科参加型のプログラムを採用し
確実に経験をするための仕組みを作成したので報告
する。
【プログラムの仕組み】当院にて眼疾患、耳鼻疾患を
担当するのは『頭部分野』である。頭部分野では
『主たる科』と称した“神経内科”“脳神経外科”へ1
か月ずつ帰属（病棟は同一に改変済み）するが、計
画的に神経内科の水曜日・木曜日に眼科外来および
手術を、脳神経外科の金曜日に耳鼻科外来を研修す
ることとした。
【効果および結果】元々目標にある眼ならびに耳鼻疾
患は外来中心の疾患であり、また厚生労働省も「外
来を中心とした研修」を推奨していることからその
理にも適うこととなった。また研修日がはじめから
確保されているため研修医としては気兼ねなく各々
の外来に参画することが可能となった。また両指導
医にも必修で訪れる研修医に対してのモチベーショ
ンアップに作用した。また頭部分野という関連グル
ープ間での研修であるため、神経内科・脳神経外
科・眼科・耳鼻科間で有機的な相互学習ができ、理
解がより深まるというメリットも生じた。
【結語】眼科、耳鼻科研修を単に縦割りに配分するの
では理解が薄くなってしまう。今回この方法を通じ
グループで研修するメリットについても確認し得た。
なお、眼科・耳鼻科のない病院において経験させる
工夫についても本会で述べる予定である。

【目的】医療現場の変化に対応しながら、看護師長が
役割を前向きに受けとめ、やりがいと自信をもって
マネジメントが実践できるよう、看護師長育成と支
援のプログラムの構築に取り組み評価を行った。
【方法】2009年4月～2010年4月、看護師長を対象に
取り組んだ。プログラム全体の概要は1．ポジティブ
アプローチを活用した宿泊研修、2．BSCの学習会と
定期的なフィードバック、3．MaINを活用した学習
会の3つである。取り組みの評価を行うため質問紙
調査・フォーカスグループインタビュー（FGI）を
実施した。
【倫理的配慮】院内の倫理審査委員会の承認を受け、
看護管理業務の一環として実施した。
【結果・考察】取り組みの結果、1．ポジティブアプ
ローチの研修後の質問紙調査では、看護師長は対話
の場を通して相互の関係性を深め、肯定的な思考を
養い、自分たちが大切にしている価値を深めること
ができていた。2．BSCを活用したプログラムにより、
看護師長は、BSCを看護管理の拠り所として、
PDCAサイクルを循環させ、部署目標を達成し成果
を導くことができていた。3．MaINを活用した学習
会では、自己のマネジメントの傾向に気づく機会と
なり、個々の課題へ取り組もうとする変化が見られ
始めていた。4．全体評価として、FGIの結果で
は、＜自信＞や＜達成感＞などの肯定的な状態を表
現するキーワードが増加していた。BSCで組織目標
達成を支援し、MaINではマネジャーとしての成長を
支援する一方で、ポジティブアプローチの手法で全
体を支えることで、看護師長の関係性が高まり、シ
ナジーを生み出し、お互いから学ぶ機会を提供して
いると考えられる。ポジティブアプローチの哲学が
プログラム全体の潤滑油となり、BSCやMaINのツ
ール相乗しながら効果をもたらすことが示唆された。
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